
第1918回例会
例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：五十嵐恒男 君
点　鐘：PM12：30　武田寿美男 会長 ロータリーソング：「国家」「四つのテスト」

2011-10／４（火）天気（晴れ）

会長挨拶 　皆さんこんにちは。急に寒くなりました。
山形の高い山でも初冠雪を記録しておりま
す。先週の土曜日に地区のロータリーセミ
ナーが開催され、金田君、菊地賀治君、太田
君、神﨑さんが勉強してまいりました。また
日曜日には市内７ロータリークラブの親善ゴ
ルフがあり、南クラブからは13名の会員が
参加、市内ロータリアンと大いに親睦を深め
てまいりました。
　あっという間に本年度も四半期が過ぎまし
た。ホームでの例会が７回、移動例会が５回、
計12回の例会を終えました。移動例会は、

・ムービーオンでの映画鑑賞例会
・パレスさんでの夏祭り家族例会
・八幡神社でのラジオ体操例会

・蔵王つるやさんでのファイヤーサイド・ミーティング
・佐藤稔さんの田んぼと悠創の丘での稲刈り例会
でした。
　この間にうれしい数字が出ております。出席率100％の例会が
10回もありました。12回のうち10回です。これは皆さんのご協力
の結果です。皆で喜び合いたいと思います。
　10月から12月までの四半期には、鬼首への紅葉狩りをはじめ、
市民会館での新世代フォーラム、ガバナー公式訪問、出羽桜さんへ
の職場訪問、三津屋さんでの新そばを食べる会、中津ロータリーク
ラブへの訪問、年次総会、クリスマス家族例会、とバラエティーに
富んだ行事が予定されております。委員会の皆様とご相談させてい
ただきながら、楽しく実のある例会作りに努力してまいりますの
で、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　お客様のご紹介をさせていただきます。今日のゲストスピーカー
は、大川健嗣教授です。今日はよろしくお願いします。

１．２日に開催された山形市内７ロータリークラブ親善ゴルフコン
ペの成績は、団体戦第３位の入賞、個人は誠に残念ながら、入賞
者はおりませんでした。ご苦労様でした。

２．11日の例会にロータリー財団奨学生で南クラブがカウンセラー
になった小林主茂（かずしげ）様が出席します。来年海外に出立
との事。応援してください。

３．22日土曜日の鳴子・鬼首方面への紅葉狩り例会出欠表がファッ
クスされています。多数のご参加をお願い致します。

４．11月５日は１日の例会変更で地区主催の山折哲雄先生の講演会
が13：30～15：00、市民会館で開催されますが、その出欠表
もファックスされますので宜しくお願いいたします。

金子　靖二 君
　市内７ロータリークラブの親善ゴルフのご報告をさせていただき
ます。13名というベストメンバーで挑みましたが第３位という結果
でした。もし、来年も私が担当させていただいたときには十分な練
習を重ねて優勝を目指したいと思います。

親睦委員会　阿部　浩一 君
　10月の会員誕生日は、黒田忠雄君、
菊地賀治君、高梨英吉君、五十嵐恒男
君の４名のみなさんです。

　ニコニコBOX　宮舘　順治 君
　金子　靖二 君　７ロータリー親善ゴルフの責任をとってニコニコ

いたします。

　黒田　忠雄 君　誕生日のお祝いありがとうございます。
　武田寿美男 君　アウト１組スタートと大変名誉な順番でスタート

しましたが、残念な結果になったのは私のせいか
もしれません。本当に申し訳ありませんでした。

　五十嵐恒男 君　誕生日のお祝いありがとうございます。
　菊地　賀治 君　誕生日のお祝いありがとうございます。
　高梨　英吉 君　誕生日のお祝いありがとうございます。
　斉藤　源七 君　会報に相沢さんとの２ショットで載せていただき

ました。
　大久保章宏 君　地区の情報セミナーで講師として話をさせていた

だきました。
　加藤　昭弘 君　10回の100％達成ありがとうございます。
　鈴木　政康 君　NTTユーザー協会の電話応対コンクール電話応
　　　　　　　 　対コンテストで賞をいただきました。
　青山治右衛門君　小学校３年生の孫がソウルから一人で帰ってきま

した。子供の成長には驚かされました。

幹 事 報 告 伊勢　和正 幹事

委員会報告

10月４日の
食事です。



本日出席・前回修正出席　　出席率100％ありがとうございました。引き続きご協力お願いします！
会　員　総　数

本　　日
前回修正

出席義務会員数 出 席 会 員 数 出 　 席 　 率

他クラブで
メークアッ
プ さ れ た
会 員

5 4 名
5 4 名

3 7 名
5 0 名 1 0 0 ％5 0 名

（地　　区）金田　亮一　　菊地　賀治　　太田幸一郎　　神﨑　祐子　　大久保章宏
（山形市内７RC親善）稲村　佳宏　　金子　靖二　　菊川　　明　　菊地　　薫
（ゴルフコンべ）菊地　政義　　木村　政則　　佐藤　親男　　高梨　和夫　　武田寿美男　　寺崎　利彦
　　　 　　長谷川清彦　　布施　富将　　三沢　　寛

ゲスト卓話

大川　健嗣 氏山形大学名誉教授、東北文教大学教授

県境を越えた交流促進について
―個性的な地域づくりを考える―

keyword：違いを際立たせる
　　　　　　地域Identity
　　　　　　　歴史・文化・体験型観光
　　　　　　　　リピーター

Ⅰ　はじめに

Ⅱ　グローバル時代の仙山交流
○地域Identityの形成は地方の国際化の必須条件
○違いを際立たせること→違いは交流を生む
○仙台には都市機能の充実を期待：世界へ向けた発
信基地能力のアップ、望まれる東の拠点国際空港

○山形に期待するもの：仙台とは異なる豊かな自然
と食文化・風土と文化の保全と醸成→持って欲し
い誇りと自信

○相互補完機能の充実と強化

Ⅲ　ヒンターランドとしての村山地域
○城下町・山形市の地域Identity→霞城の復興・再建
○五堰を活かしたまちづくり（御殿堰）
○歴史的価値のある民家の保存と利活用→蔵の再生
（紅の蔵etc.）→産官学のコラボレーションの成果

○蔵王・天童・上山等の温泉リゾート地に囲まれた
街・山形

○フルーツランド（東根・寒河江・天童・上山の４
市と朝日・大江・中山・山辺の４町など）に囲ま
れた山形

○山形・仙台の美しいヒンターランドとしての村山
地域

○出羽三山とブナの森（西川町大井沢・志津）　

Ⅴ　大井沢の人と
　自然に学ぶ
東北文教大学の試み

Ⅵ　大井沢の匠たち

Ⅳ　大井沢の人と自然
　私が山形大学人文学部の講師で赴任したのが昭和
44年（1969年）４月で、その年から過疎山村の研
究で大井沢に通い始めましたので、41年間通い詰め
たことになります。その間、多くの人々に出会い、
実に多くのことを学びました。定年後、山形短期大
学にお世話になり、西川町、とりわけ大井沢を舞台
にした「地域体験」等の授業化の条件整備に関わっ
てきました。志田菊宏さんをはじめ、大井沢の工人
さん達や旅館・民宿の方々からは多くを学ばせて頂
きました。
　ブナの森を頂点とした大井沢の豊かな自然に住み、

大井沢に憧れてＩターン等
で集まって来る人々とが織
り成す自然との共生こそが、
匠たちを育ててきているの
ではなかろうか、といつも
想っています。

京都から大井沢に移住してきた
陶芸家（土田さん）

大井沢の古老・志田忠儀さんの講義
（旧大井沢小学校で）

大井沢での農業体験（2009年６月４日）

大川ゼミの演習風景（2009年度）

大井沢のこけし工人・志田菊宏氏 菊宏さんとの対談

Ⅶ　まとめ：若干の提言
○仙台交流（仙台圏と山形エリア）は東日本の21世
紀型の拠点である。

○成熟社会の条件を備えた仙山交流圏→国際都市・
仙台と海の幸に恵まれた仙台圏→豊かな自然に恵
まれたヒンターランドとしての山形・村山エリア
→時空を超えた夢のエリア交流

○地域Identityを磨き合おう
○違いは交流の原点・経済交流の原点
○豊かな人脈を創ろう




